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な所有権に関わる不安は“The Psyche Zenobia (How to Write a Blackwood 
Article)”に広がるセクシャリティの不安へと接続する。黒人従者の Pompey が











第三章は未完の長編“A Journal of Julius Rodman”（１８４０）と短編“A Tale 
of the Ragged Mountains”（１８４４）との関連性を探りながらアメリカ拡張
主義に対する Poeの懐疑を考察している。“A Tale of the Ragged Mountains”
























来ず、最終的に King Pestの“undivided empire”は崩壊してしまう。Legsがネ
イティヴ・アメリカンに喩えられていることと King Pest がネイティヴ・アメ
リカンの迫害者である Andrew Jackson の風刺であると言われていることを考
えるならば、この短編は一方的に境界線を策定し法を押し付ける白人の支配に
対する疑問を投げかけつつ、帝国としてのアメリカの崩壊を暗示している。一
方、“The Masque of Red Death”においても、Prospero達が閉じこもる修道院
内の“imperial suite”が「西」向きであることが拡張主義的イデオロギーを反映
している。そこに侵入してくる赤子病はネイティヴ・アメリカンや黒人といっ
た迫害された人種の表象である。“a thief in the night”に喩えられる赤子病によ
って Prosperoの支配していたもの全てが奪われてしまうことは、白人による支
配の行く末を暗示している。また、短編中に使われる “abroad”という語は、こ
の物語がアメリカの外国に対する排他的な意識を内包していることを窺わせる。
注目したいのは、黒人奴隷問題と関係が深かったフランス革命も周りの国に
次々と“disorder”を引き起こす“plague”に喩えられていたことだ。人種問題をめ
ぐる寓話として読めるこの短編の背後には、フランス革命という“plague”がアメ
リカに感染するかもしれないという不安を読み取ることが出来る。さらに、赤
子病を追いかける Prosperoはその過程で違う色に染まっていくが、絶命した時
いかなる色に染まっていたのかはっきりとは描かれていない。空間的境界線を
越えて侵入してきた赤子病は、人種の視覚的境界線である「色」の境界線をも
曖昧にしてしまう。Poe作品における「疫病」は白人大統領と迫害された人種と
いう相反する表象を許容しながら、作家の政治的姿勢と深く結びついている。 
Poe は歴史に背を向けひたすらに美のみを追求した作家であるとのイメージ
は根強い。しかし、本論文で扱った作品の分析を通して、場所が持つ歴史的意
味と人種問題とを接続させながら創作する作家の姿が浮かび上がるだろう。 
